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今
回
繙
い
た
の
は
、『
松
下
電
器
歩
一
会
会
誌
』。
歩
一
会
（
ほ
い
ち

か
い
）
に
つ
い
て
は
、
少
し
説
明
を
要
し
よ
う
。
こ
れ
は
「
松
下
電
気

器
具
製
作
所
」
が
創
業
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
丸
二
年
経
っ
た
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
三
月
に
、
従
業
員
の
福
利
増
進
、
融
和
親
睦
を
図
る
機
関

と
し
て
組
織
さ
れ
た
一
種
の
親
睦
団
体
で
あ
る
。
〝
松
下
電
器
の
将
来

は
全
員
一
致
の
精
神
か
ら
〞
と
い
う
考
え
の
下
、
〝
全
員
が
歩
み
を
一

つ
に
し
、
ま
た
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
着
実
に
進
ん
で
い
こ
う
〞
と

い
う
意
味
を
込
め
て
命
名
さ
れ
た
。
結
成
当
初
の
会
員
は
、
松
下
所
主

（
当
時
）を
含
む
全
従
業
員
二
十
八
名
で
あ
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。発
足

後
、
遠
足
や
運
動
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
、
松
下
電
器

の
業
容
の
拡
大
と
と
も
に
、
活
発
に
活
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
昭
和
二

十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
、
労
働
組
合
結
成
に
伴
っ
て
解
散
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

 

『
歩
一
会
会
誌
』
は
、
こ
の
歩
一
会
の
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
を
増
進

す
る
目
的
で
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
末
に
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
月
刊
と
な
り
、
戦
時
中
も
、
困
難

な
情
勢
の
な
か
で
、
と
き
に
「
二
、
三
、
四
、
五
月
合
併
号
」
と
い
っ

た
形
で
の
発
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）ま

で
継
続
発
刊
さ
れ
て
い
る
。誌
面
は
製
品
の
常
識
講
座
や
会
員
の
随
筆
、

詩
歌
、
創
作
等
の
文
芸
欄
な
ど
、
多
く
は
会
員
の
投
稿
か
ら
な
っ
て
お

り
、
巻
頭
に
、
松
下
所
主
の
所
感
や
、
歩
一
会
会
員
、
す
な
わ
ち
松
下

電
器
の
全
従
業
員
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
て

い
た
。『
私
の
行
き
方
考
え
方
』
の
原
作
と
な
っ
た
「
松
下
幸
之
助
・
自

叙
伝
」
も
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
十
九
年
（
一
九
四
四
）
ま

で
連
載
さ
れ
て
い
る
。

  

今
回
は
、
こ
の
『
会
誌
』
を
繙
い
た
な
か
か
ら
、
新
た
な
発
見
を
二

点
紹
介
し
よ
う
。

い
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
の
か

い
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
の
か

い
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
の
か

い
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
の
か

い
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
の
か

  

ま
ず
、
一
点
目
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
日
で
あ
る
。

  

松
下
幸
之
助
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
、
大
阪
電
燈
株
式

会
社
を
依
願
退
職
し
、
お
よ
そ
六
年
八
カ
月
に
わ
た
る
工
員
生
活
に
別

れ
を
告
げ
た
。
松
下
電
器
社
史
室
編
纂
に
よ
る
『
松
下
電
器
・
社
史
年

表
』
で
は
、

・
大
正
六
年
六
月 

幸
之
助
、
大
阪
電
灯
（
株
）
を
依
願
退
職

・
大
正
六
年
六
月  

幸
之
助
、自
ら
考
案
の
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
を
決
意
、

東
成
郡
（
現
、
大
阪
市
生
野
区
）
猪
飼
野
の
借
家
で
、
義
弟
井
植
歳
男

他
二
名
と
と
も
に
手
元
資
金
百
円
弱
で
そ
の
準
備
に
着
手

・
大
正
六
年
十
月  

ソ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
売

れ
ず
不
成
功
に
終
わ
る

  

と
あ
る
。

 

『
私
の
行
き
方
考
え
方
』に
よ
れ
ば
、六
月
十
五
日
に
辞
表
を
提
出
し
、

二
十
日
に
退
職
し
た
と
い
う
（
但
し
、
残
存
す
る
「
退
職
辞
令
」
の
日

付
は
七
月
十
九
日
付
、「
退
職
手
当
辞
令
」も
七
月
三
十
一
日
付
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
日
に
ち
の
ず
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
松
下

幸
之
助
・
成
功
へ
の
軌
跡
』
で
疑
問
を
呈
し
た
が
、
理
由
は
な
お
不
明

で
あ
る
）。

  
そ
し
て
『
私
の
行
き
方
考
え
方
』
に
は
、
退
職
し
て
か
ら
ソ
ケ
ッ
ト

を
製
造
す
る
ま
で
の
経
緯
や
準
備
の
様
子
が
縷
々
語
ら
れ
、「
ど
う
に

か
そ
の
年
（
大
正
六
年
）
の
十
月
の
中
ご
ろ
、
目
的
の
ソ
ケ
ッ
ト
が
少

数
で
は
あ
る
が
出
来
上
が
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
ソ
ケ
ッ
ト

の
製
造
に
着
手
し
た
か
と
い
う
正
確
な
日
に
ち
が
『
私
の
行
き
方
考
え

方
』
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

 

『
松
下
電
器
五
十
年
の
略
史
』（
昭
和
四
十
三
年
）
で
も
、「
大
正
六
年

六
月
二
十
日
、
六
年
間
勤
め
た
電
燈
会
社
を
退
職
し
た
。
…
…
幸
之
助

は
、
電
灯
会
社
を
退
職
す
る
と
同
時
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
準
備
を
始
め

た
」
と
い
う
記
述
の
後
に
、
製
造
販
売
に
至
る
ま
で
の
経
緯
が
綴
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
造
に
着
手
し
た
日
に
ち
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

  

と
こ
ろ
が
、『
歩
一
会
会
誌
』の
昭
和
十
八
年
六
月
号
に
〝
松
下
電
器

創
業
二
十
五
年
の
懐
古
〞
と
銘
打
っ
た
記
事
が
社
主
松
下
幸
之
助
名
で

掲
載
さ
れ
、そ
の
な
か
で
、「
電
気
器
具
製
作
の
一
大
決
心
を
以
て
七
年

間
勤
務
し
た
大
阪
電
燈
株
式
会
社
を
退
社
し
、
大
阪
市
外
猪
飼
野
で

さ
ゝ
や
か
な
工
場
を
持
つ
て
ソ
ケ
ツ
ト
の
製
作
を
始
め
た
の
が
大
正
六

年
八
月
十
一
日
で
あ
る
。
十
月
の
始
め
に
目
的
の
ソ
ケ
ツ
ト
が
出
来
販

売
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
…
…
」
と
あ
り
、
製
造
を
開
始
し
た
日
が

大
正
六
年
の
八
月
十
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

  

こ
れ
ま
で
、
日
に
ち
が
明
記
さ
れ
た
史
料
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
だ

け
に
、
こ
れ
は
一
つ
の
新
た
な
発
見
で
あ
っ
た
。

命
知
元
年
の
全
店
員
数
は

命
知
元
年
の
全
店
員
数
は

命
知
元
年
の
全
店
員
数
は

命
知
元
年
の
全
店
員
数
は

命
知
元
年
の
全
店
員
数
は

  

も
う
一
つ
の
新
た
な
発
見
は
、
第
一
回
創
業
記
念
式
典
挙
行
時
の
店

員
数
で
あ
る
。『
私
の
行
き
方
考
え
方
』
に
は
、「
私
は
こ
の
真
使
命
闡

明
の
佳
き
日
を
男
子
の
節
句
た
る
五
月
五
日
に
定
め
た
。
私
は
昭
和
七

年
の
そ
の
日
午
前
十
時
、
全
店
員
を
大
阪
中
央
電
気
倶
楽
部
の
講
堂
に

招
集
し
た
。
会
す
る
も
の
、
井
植
、
亀
山
を
は
じ
め
出
席
人
員
百
六
十

八
名
、
定
刻
に
は
全
員
顔
を
そ
ろ
え
…
…
」
と
あ
る
。

  

と
こ
ろ
が
、
さ
き
の
松
下
社
主
に
よ
る
〝
松
下
電
器
創
業
二
十
五
年

の
懐
古
〞
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

  

昭
和
七
年
五
月
五
日
…
…
松
下
電
器
創
業
記
念
日
制
定
発
会
式
挙
行

出
席
者
百
六
十
名

 

尚
当
日
を
卜
し
職
制
の
大
改
革
を
行
ふ

    

当
時
の
陣
容

        

店
員      

二
三
六
名

        

職
工    

一
〇
三
〇
名

  

店
員
と
職
工
を
合
せ
る
と
、
一
二
六
六
名
と
な
る
が
、
前
掲
の
『
松

下
電
器
・
社
史
年
表
』
で
も
、
こ
の
五
月
五
日
時
点
の
従
業
員
数
は
一

二
六
六
名
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
〝
懐
古
〞
に
あ
る
従
業

員
総
数
は
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
間
違
い
の
な
い
数
字
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
店
員
と
職
工
数
に
つ
い
て
も
、
信
頼
性
が
か

な
り
高
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

  

と
な
る
と
、『
私
の
行
き
方
考
え
方
』
の
「
全
店
員
一
六
八
名
」
と
い

う
数
字
が
怪
し
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
数
字
の
根
拠
、
出
所
は
ど
こ
な

の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

『
歩
一
会
会
誌
』
に
は
、
い
ま
挙
げ
た
二
つ
以
外
に
も
ま
だ
、「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ラ
ン
プ
」
の
考
案
の
時
期
な
ど
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
発
見
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。


